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東京国立博物館　東洋館　2025 年 9 月 23 日～11 月 16 日�
「博物館でアジアの旅 日韓国交正常化 60 周年 てくてくコリア─韓国文化のさんぽみち─」での制作実例。

博物館の敷居を下げる取り組みの一歩に
点字・触知図の館内ガイドを導入した 古代オリエント博物館の教育普及員 髙見妙さんに聞く

見えない人にも「伝わる」を届ける「点字・触知図」の疑似体験　桜雲会のエキスパートが描く情報保障

点字・触知図の実際と制作のフローを紹介します。�

関連書籍紹介 ほんのいんふぉめーしょん

視覚に障がいがある人の行動範囲を広げ、
情報保障につなげる「点字・触知図」を
当事者目線で制作続ける

─欧文印刷株式会社

特 集

北海道の印刷出版文化情報誌

クォータリーアイワード
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博物館や美術館、大学、駅、公園など不特定多数の人が利用する施設で、視覚に障がいがある人にも利用しやすい 
「点字・触

しょく

知
ち

図
ず

」を使った施設案内図などを制作する事例が増えています。まだまだ馴染みのない点字・触知図とは何か、
どのような場面で利用されているのかなど、10数年前から本格的に手掛ける欧文印刷株式会社（本社・東京都文京区） 
執行役員の渡辺浩美さん、同社第2お客様担当部の佐々木薫さん、同社デザイナーの中村知絵さんに、アイワードが札幌
市で初開催した「点字・触知図セミナー in 札幌」の会場で、お話を聞きました。（文・写真／片山健一　取材日2026年8月20日）

視覚に障がいがある人の 
行動範囲を広げ、 
情報保障につなげる 
「点字・触知図」を 

当事者目線で制作続ける 
 ── 欧文印刷株式会社

特 集

点字・触知図セミナー in 札幌の会場で欧文印刷が制作した点字・触知図に触れる参加者

アイワードが札幌市で初開催した「点字・
触知図セミナー in 札幌」を告知するチラシ　

2026 年 8 月 20 日

お問い合わせ先

北海道初開催北海道初開催

セミナーセミナーin 札幌in 札幌

● 点字・触知図の基礎と最新動向　　　　● 補助金を活用した整備の進め方 文化庁／厚生労働省／各自治体　
● 美術館・自治体・大学での導入事例　　● 制作工程・素材・費用感について　　● 実物サンプルの触察体験 

会場参加、WEB視聴ご希望の方は、
8月17日（月）正午までに
Googleフォームよりお申込みください。
URL：https://forms.gle/ozf5Gy62ZRSHMzVo9

事前
申込制

札幌市教育文化会館 3階 研修室304 札幌市中央区北1条西13丁目7 （地下鉄東西線「西11丁目」駅1番出口から徒歩5分）会場

2026年8月20日●14：00～15：30（開場13:45）木

アクセシビリティ整備を検討している
担当者様にとって“明日から動ける”内容を
凝縮したセミナーです。

視覚障がい者の情報アクセスを支える「点字」と「触知図」ですが、
「情報保障について、どこから始めればよいか分からない」という声の多い分野です。
その制作のプロである欧文印刷(本社東京)とアイワード(本社札幌)の共催により、
北海道で初めて実務者向けセミナーを実施します。
本セミナーでは現場で役立つ知識と、実際の制作物を展示して実践的なノウハウをお届けします。

〒060-0033 北海道札幌市中央区北3条東 5丁目 5番地 91
TEL.011-241-9341 URL https://iword.co.jp/

定員：会場での受講は先着20名様です。
※登録いただけると後日、WEBでの視聴が可能です。

受 講
無 料

● 美術館・博物館の教育普及担当　　　　　　● 自治体のインクルーシブ担当
● 大学の学生支援・バリアフリー担当　　　　● 公共施設の広報・案内整備担当

共催：欧文印刷株式会社　〒113-8484 東京都文京区本郷1丁目 11番 6号 東接本郷ビル

多くの導入事例を会場でご覧いただけます

このような担当者様向けのセミナーです。

主なセミナーの内容
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「
地
図
」で
は
な
く

「
知
図
」

　

欧
文
印
刷
が
制
作
す
る
点
字
・
触
知
図

は
、
紙
の
印
刷
物
へ
透
明
な
U
V
硬
化
ニ

ス
（
紫
外
線
硬
化
樹
脂
イ
ン
キ
）
を
重
ね

て
、
点
字
の
高
さ
形
成
し
た
も
の
で
、
点

字
の
ほ
か
に
も
、
フ
ロ
ア
マ
ッ
プ
・
作
品

輪
郭
な
ど
を
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
透
明
な
点
字
は
通
常
の
カ
ラ
ー
印
刷

の
視
認
性
を
損
な
わ
な
い
の
で
、
晴せ
い

眼が
ん

者

と
視
覚
障
が
い
者
が
共
用
品
と
し
て
使
用

で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
目
指

し
た
印
刷
物
で
す
。

　

同
社
執
行
役
員
で
お
客
様
担
当
部
部
門

長
の
渡
辺
さ
ん
は
「
14
年
前
に
、
初
め
て

U
V
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
機
で
点
字
を
印
刷

し
た
の
が
当
社
で
、
以
来
、
障
が
い
者
団

体
な
ど
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
全

て
の
案
件
で
専
門
家
に
よ
る
『
触し
ょ
く

読ど
く

校

正
』
を
徹
底
す
る
な
ど
、
当
事
者
の
目
線

を
取
り
入
れ
な
が
ら
品
質
を
高
め
て
き
ま

し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
施
設
案
内
図
や
駅
の
構
内

図
、
公
園
の
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
、
美
術
館
な

ど
の
展
示
物
紹
介
、
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を

制
作
し
て
お
り
、
紙
製
で
携
帯
し
や
す

く
、
通
常
の
印
刷
物
と
同
様
に
大
量
生
産

も
可
能
で
す
。
身
近
な
所
で
は
郵
便
ポ
ス

ト
の
集
荷
時
間
の
部
分
に
あ
る
点
字
（
点

字
シ
ー
ル
）
も
作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

点
字
・
触
知
図
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
用
事

例
と
し
て
は
、
カ
ラ
ー
印
刷
し
た
絵
画
や

写
真
の
主
要
な
輪
郭
や
形
状
を
U
V
硬
化

ニ
ス
で
盛
り
上
げ
て
表
現
し
た
「
触ふ

れ
る

絵
」
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
渡
辺
さ

ん
は
「『
し
ょ
く
ち
ず
』
は
『
触
地
図
』

と
『
触
知
図
』
の
2
種
類
の
字
が
使
わ
れ

ま
す
が
、
当
社
で
は
、
触
れ
て
情
報
を

知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
意
味
か
ら
『
触
知

図
』
と
い
う
表
記
を
使
っ
て
い
ま
す
」
と

説
明
し
ま
す
。

視
覚
障
が
い
者
の

「
合
理
的
配
慮
」に
活
用

　

点
字
・
触
知
図
が
注
目
さ
れ
て
い
る
背

景
に
は
、「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
障
害
者
差

別
解
消
法
）」
が
2
0
1
6
年
4
月
に
施

行
さ
れ
、
障
が
い
者
か
ら
の
意
思
表
示
が

あ
っ
た
場
合
に
、
負
担
が
過
重
に
な
ら
な

い
範
囲
で
、
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
た
め
に

必
要
な
対
応
を
す
る
「
合
理
的
配
慮
」
の

提
供
が
行
政
機
関
に
義
務
付
け
ら
れ
、
同

法
の
改
正
で
2
0
2
4
年
4
月
か
ら
は
民

間
事
業
者
に
も
合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務

が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
学
び
の
場
と
な
る
教
育
施
設
や
博

物
館
、
美
術
館
な
ど
で
は
、
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
（
利
用
し
や
す
さ
）
の
改
善
に
よ

る
「
情
報
保
障
」
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
な
が
ら
も
、
各
施
設
で
い
ま
だ
手
探
り

の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

国
内
の
視
覚
障
害
者
手
帳
保
持
者
は
約

（左から）欧文印刷の佐々木さん、中村さん、渡辺さん

道内各地から参加のあったアイワード主催の点字・触知図セミナー
（2026 年 8 月 20 日　札幌市教育文化会館）

3 特集　視覚に障がいがある人の行動範囲を広げ、情報保障につなげる「点字・触知図」を当事者目線で制作続ける ── 欧文印刷株式会社　﻿



31
万
人
に
上
り
、
こ
の
う
ち
、
点
字
が
読

め
る
割
合
は
10
％
前
後
、
65
歳
以
上
の
割

合
は
約
70
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
先
天
的
な
障
が
い
の
場
合
は
盲
学

校
な
ど
で
点
字
を
学
習
し
て
い
ま
す
が
、

緑
内
障
な
ど
で
後
天
的
に
目
が
見
え
な
く

な
る
高
齢
者
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
を
表

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

（
弱
視
）
を
含
め
る
と
約
1
4
5
万
人
と

言
わ
れ
、
点
字
だ
け
で
は
十
分
な
情
報
伝

達
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の

情
報
保
障
と
し
て
は
、
①
触
知
図
、
②
大

活
字
・
カ
ラ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
③
音
声
案
内

の
3
つ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
で
す
。

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
整
備
は

道
半
ば

　

同
社
の
点
字
・
触
知
図
は
、
ベ
ー
ス
の

図
面
は
黒
地
に
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
白
文
字
に

す
る
な
ど
読
み
や
す
さ
に
も
配
慮
し
て
い

る
ほ
か
、
図
面
上
に
あ
る
二
次
元
コ
ー
ド

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
込
む
と
、
音

声
情
報
が
流
れ
る
仕
組
み
も
開
発
し
て
い

ま
す
。

　

点
字
・
触
知
図
の
営
業
担
当
で
障
が
い

者
か
ら
直
接
話
を
聞
く
機
会
の
多
い
、
同

社
第
2
お
客
様
担
当
部
の
佐
々
木
さ
ん
は

「
興
味
の
あ
る
場
所
に
出
掛
け
て
も
、
ど

こ
に
何
が
あ
る
か
分
か
ら
ず
、
と
て
も
時

情
報
の

選
別
も
重
要

　

点
字
・
触
知
図
の
制
作
に
は
、
企
画
打

ち
合
わ
せ
か
ら
完
成
ま
で
7
～
9
週
間
ほ

ど
掛
か
る
こ
と
が
一
般
的
だ
そ
う
で
す
。

同
社
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
制
作
室
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
・
中
村
さ
ん
は
、
点
字
・
触
知
図
の

制
作
工
程
で
施
設
の
方
に
お
願
い
し
た
い

3
つ
の
留
意
点
を
挙
げ
ま
す
。

　

1
つ
目
は
、
読
み
の
確
認
で
す
。
点
字

は
音
を
表
す
文
字
な
の
で
、
特
に
地
名
や

施
設
名
な
ど
の
固
有
名
詞
は
読
み
が
正
し

く
な
け
れ
ば
、
正
確
な
情
報
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
校
正
の
時
に
提
供
す
る
P
D
F

フ
ァ
イ
ル
に
は
、
点
字
に
振
り
仮
名
を
付

け
た
形
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
点
字
が
読

め
な
い
人
で
も
確
認
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

2
つ
目
は
、
施
設
や
現
地
の
状
況
と
、

触
知
図
と
の
整
合
性
の
確
認
で
す
。
制
作

側
は
資
料
や
図
面
を
基
に
し
つ
つ
も
、
実

際
の
縮
尺
よ
り
位
置
関
係
を
的
確
に
伝
え

る
こ
と
を
優
先
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
点
字

の
大
き
さ
は
J
I
S
（
日
本
産
業
規
格
）

で
決
め
ら
れ
、
縮
小
・
拡
大
は
で
き
な
い

た
め
、
点
字
を
配
置
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
た
め
、
図
を
誇
張
・
簡
略
化
し
て

表
現
す
る
場
合
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
提
供
さ
れ
た
図
面
と
は
異
な
る

配
置
や
設
備
に
変
更
さ
れ
て
い
る
、
点

字
・
触
知
図
に
落
と
し
込
む
べ
き
誘
導
ブ

ロ
ッ
ク
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
動
線
が
、

な
ど
は
19
・
3
%
、
ス
タ
ッ
フ
研
修
の
実

施
率
は
16
・
2
％
と
な
っ
て
お
り
、
特
に

小
規
模
館
ほ
ど
未
整
備
の
傾
向
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ス
を
使
っ
た
情
報
提
供
の
方
法
も
あ
り
ま

す
が
、
点
字
・
触
知
図
に
は
、
通
信
環
境

に
左
右
さ
れ
ず
利
用
で
き
る
と
い
っ
た
「
ア

ナ
ロ
グ
な
ら
で
は
の
、
良
さ
も
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
佐
々
木
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

間
が
か
か
っ
た
」
と
か
「
情
報
が
少
な
い

場
所
に
は
行
く
勇
気
が
湧
か
ず
、
世
界
が

広
が
ら
な
い
」
な
ど
の
悩
み
を
当
事
者
か

ら
聞
く
と
言
い
、「
点
字
・
触
知
図
が
普

及
し
、
少
し
で
も
行
け
る
場
所
が
増
え
る

一
助
に
な
れ
ば
…
…
」
と
話
し
ま
す
。

　

日
本
博
物
館
協
会
が
令
和
6
年
度
に
調

べ
た
全
国
の
美
術
館
や
博
物
館
の
現
状

は
、
点
字
解
説
の
提
供
率
は
7
・
8
％
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
読
み
上
げ
や
文
字
拡
大

一般的な案内図のように見えますが、透明な点字やザラザラ模様が印刷されています
（点字・触知図のサンプル。このサンプルの解説は 6〜7ページをご覧ください）
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一
般
の
動
線
と
は
異
な
る
と
い
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
の
で
、
現
場
の
視
点
で
の
確

認
が
必
要
と
話
し
ま
す
。

　

3
つ
目
は
、
そ
の
点
字
・
触
知
図
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
で
す
。
施
設
に
初

め
て
来
た
人
が
目
的
の
場
所
ま
で
た
ど
り

着
け
る
こ
と
を
目
指
す
の
か
、
施
設
の
歴

史
や
特
徴
的
な
部
分
を
解
説
す
る
も
の
に

し
た
い
の
か
な
ど
、
用
途
や
利
用
場
面
が

明
確
に
な
っ
て
い
る
と
、
制
作
が
進
め
や

す
く
な
り
、
よ
り
よ
い
点
字
・
触
知
図
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

中
村
さ
ん
は
「
点
字
・
触
知
図
は
情
報

を
た
く
さ
ん
載
せ
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
記
載
す
る
情
報
の
切
り
分
け

が
大
切
で
す
。
作
っ
て
終
わ
り
で
は
な

く
、
ぜ
ひ
、
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
」
と
強
調
し
ま
す
。

当
事
者
が

分
か
り
や
す
い
も
の
を

　

点
字
・
触
知
図
を
導
入
し
て
い
る
施
設

の
一
つ
、
東
京
都
豊
島
区
に
あ
る
「
古
代

オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
」
は
、
視
覚
障
が
い

者
向
け
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た

際
、
据
え
置
き
型
の
案
内
板
で
は
順
番
待

ち
が
生
じ
る
た
め
、
持
ち
運
べ
て
手
元
で

確
認
で
き
る
フ
ロ
ア
マ
ッ
プ
が
ほ
し
い
と

の
声
が
参
加
者
か
ら
あ
っ
た
こ
と
が
、
制

作
す
る
き
っ
か
け
で
し
た
。「
視
覚
障
が

い
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
踏
ま
え
、
当
事

者
に
と
っ
て
の
分
か
り
や
す
さ
を
最
優
先

に
し
た
触
知
図
が
で
き
ま
し
た
」
と
の
感

想
を
同
社
に
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
に
あ
る
「
彩
の
国

さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
」
で
も
、
視
覚
障
が

い
者
を
対
象
に
し
た
見
学
・
コ
ン
サ
ー
ト

ツ
ア
ー
の
開
始
に
あ
た
り
、
点
字
・
触
知

図
を
作
成
し
ま
し
た
。
施
設
管
理
者
か
ら

は
「
現
地
視
察
に
基
づ
く
バ
リ
ア
フ
リ
ー

経
路
も
、
も
れ
な
く
反
映
さ
れ
、
専
門
機

関
に
よ
る
点
訳
の
校
正
・
監
修
も
心
強

か
っ
た
で
す
。
ツ
ア
ー
も
大
成
功
で
し

た
」
と
喜
び
の
声
が
届
き
ま
し
た
。

小
ロ
ッ
ト
の

制
作
に
も
対
応

　

点
字
・
触
知
図
の
制
作
に
あ
た
っ
て

は
、
国
や
公
的
機
関
に
よ
る
補
助
金
・
助

成
金
制
度
も
い
く
つ
か
あ
る
そ
う
で
す
。

渡
辺
さ
ん
は
「
あ
る
大
学
か
ら
は
、
目
に

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
受
験
生
が
い
る
の
で
、
入

学
が
決
ま
っ
た
ら
1
部
だ
け
点
字
・
触
知

図
を
作
れ
な
い
か
と
い
う
相
談
を
受
け
ま

し
た
。
印
刷
物
と
は
言
い
つ
つ
も
点
字
・

触
知
図
は
小
ロ
ッ
ト
の
依
頼
も
多
い
の
で
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
少
な
い
か
ら
と
遠
慮
せ
ず
に

問
い
合
わ
せ
を
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

全国各地の実績特色を説明する渡辺さん

「触れる絵」の感触を確かめる参加者

さまざまな形態の点字・触知図に触れるセミナー参加者

5 特集　視覚に障がいがある人の行動範囲を広げ、情報保障につなげる「点字・触知図」を当事者目線で制作続ける ── 欧文印刷株式会社　﻿



制
作
の
フ
ロ
ー

■
準
備
と
編
集

施
設
に
合
わ
せ
た
記
載
内
容
を
一
緒
に
検

討
し
ま
す
。

　

・
ど
の
よ
う
に
使
用
す
る
か

　

・
何
を
伝
え
た
い
か

施
設
側
で
用
意
す
る
も
の

　

・�

施
設
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
原
稿

　
　
（�

A
4
サ
イ
ズ
で
漢
字
か
な
交
じ
り
文

2
5
0
文
字
が
目
安
で
す
）

　

・
エ
リ
ア
の
フ
ロ
ア
マ
ッ
プ

　

・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
な
ど
の
規
定
デ
ー
タ
類

内
容
に
応
じ
た
制
作
仕
様
を
視
覚
障
が
い

当
事
者
の
助
言
を
も
と
に
し
て
、
点
字
印

刷
物
と
し
て
適
切
な
文
字
数
と
図
や
表
の

表
現
を
、
検
討
し
て
誌
面
の
設
計
を
、
し

ま
す
。

■
点
訳

点
訳
者
が
、
わ
か
り
や
す
く
正
確
な
点
訳

を
行
い
ま
す
。

入れない場所

インフォメーション

ＡＥＤ

東口

展示室２

北口

コインロッカー

展示室３

エレベーター

エントランスホール

トイレ

ミュージアムショップ

正面口

展示室１

点
字
・
触
知
図
の
実
際
と
制
作
の
フ
ロ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

点
字
・
触
知
図
の
見
本
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■
デ
ザ
イ
ン
と
レ
イ
ア
ウ
ト

視
覚
障
が
い
者
と
晴
眼
者
が
共
用
で
き
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
行
い
、
印
刷

物
と
点
字
・
触
知
図
か
ら
、
同
じ
情
報
が

受
け
取
れ
る
よ
う
に
調
整
し
ま
す
。

■
触
読
校
正

点
字
の
校
正
に
と
ど
ま
ら
ず
、
触
知
図
と

の
整
合
性
や
可
読
性
な
ど
に
つ
い
て
も

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

■
校
正

点
字
に
は
「
よ
み
」
を
振
っ
た
P
D
F
で

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。（
下
図
参
照
）
点
字

は
音
表
記
の
た
め
「
よ
み
」
は
施
設
側
で

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
制
作

点
字
と
触
知
図
部
分
は
、
透
明
な
U
V
イ

ン
キ
を
使
用
し
て
印
刷
し
、
紫
外
線
を
照

射
し
て
盛
り
上
げ
加
工
を
行
い
ま
す
。
透

明
な
の
で
文
字
や
絵
柄
の
上
に
重
ね
て
印

刷
し
て
も
視
認
性
を
損
な
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
印
刷
後
は
、
点
字
や
紙
面
に
ダ

メ
ー
ジ
が
無
い
よ
う
に
型
抜
き
や
製
本
加

工
を
行
い
ま
す
。

：a　：・・ＡＥＤ

男子トイレ

トイレ　女子・多機能・

コイン　コインロッカー

エレ　エレベーター

イン　インフォメーション

入れない場所

方が上。)

階段 ( とがった

方からは、乗れません。)

方が上。棒線のある

エスカレーター (とがった

誘導ブロック

凡例

正面口があります。

図の下、中央に

サンプル

触知案内図

7 点字・触知図の実際と制作のフローを紹介しま す。



 
 
 

 

は ん す ゛ お ん

「 か ん し ゛ の

 『  て  』  を

さ わ っ て 　 み よ ー 」

「

「

」

」
『て』

てくてくコリア─韓国文化のさんぽみち─」での制作実例。
2025年9月23日～11月16日
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　また、弱視の方などは、紙面を目のすぐ近くまで寄せてご覧にな
ることがあります。そのため、紙の角が目に触れても傷つけること
のないよう、四隅を丸く仕上げる「角R加工」を施しており、手に
触れても安全な仕様です。

目と

東京国立博物館 東洋館
「博物館でアジアの旅 日韓国交正常化60周年 てく



大
好
評
の「
ハ
ン
ズ
オ
ン
ツ
ア
ー
」か
ら

見
え
た
、
常
時
楽
し
め
る

ツ
ー
ル
整
備
の
必
要
性

　

当
館
で
は
、
2
0
2
2
年
度
か
ら
視
覚

障
が
い
者
を
対
象
に
、
実
物
の
展
示
品
な

ど
に
直
に
触
れ
ら
れ
る
「
視
覚
障
害
者
の

た
め
の
展
示
解
説
ツ
ア
ー
」（
ハ
ン
ズ
オ

ン
ツ
ア
ー
）
を
年
3
、
4
回
の
ペ
ー
ス
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
で
、
多
く
の
視

覚
障
が
い
者
の
方
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ハ
ン
ズ
オ

ン
ツ
ア
ー
は
不
定
期
開
催
な
の
で
す
が
、

今
年
度
か
ら
は
申
込
受
付
を
開
始
す
る

と
、
た
ち
ま
ち
参
加
者
と
介
助
者
で
5
組

の
定
員
に
達
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ズ
オ
ン
ツ
ア
ー
は
、
他
の
博
物
館

で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
事
者
に
開

催
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
一
方
、
比
較
的
開
催
頻
度
が
高
い
当
館

が
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
当
館
の

ツ
ア
ー
は
、
で
き
る
だ
け
事
前
に
展
示
内

容
に
関
す
る
情
報
は
参
加
者
に
伝
え
ず

に
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
的
な
要
素
も
持
た
せ
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
精
巧
な
彫
刻
が
施
さ
れ
た
古

代
エ
ジ
プ
ト
の
護
符
を
触
っ
て
も
ら
う
時

に
は
、
実
際
の
大
き
さ
を
伝
え
る
前
に
、

3
D
プ
リ
ン
タ
ー
で
制
作
し
た
拡
大
レ
プ

リ
カ
に
触
れ
て
精
巧
さ
を
知
っ
て
も
ら
っ

た
後
に
、
実
寸
の
レ
プ
リ
カ
に
触
れ
て
も

ら
い
、
親
指
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
せ
る
と
い
っ
た
具
合
に
、
い
ろ
い

ろ
な
仕
掛
け
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
来
な
ら
、
視
覚
障
が
い
者
の
方
々

が
、
い
つ
訪
れ
て
も
博
物
館
を
楽
し
め
る
よ

う
な
環
境
を
整
え
ら
れ
る
と
良
い
の
で
す

が
、
当
館
は
小
さ
な
博
物
館
な
の
で
、
常

時
、
触
れ
ら
れ
る
展
示
品
や
そ
れ
を
補
助

す
る
ス
タ
ッ
フ
を
置
く
、
専
用
の
ス
ペ
ー
ス

は
確
保
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
特
別

な
ツ
ア
ー
の
時
に
し
か
、
触
れ
ら
れ
る
展

示
物
を
紹
介
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
ハ
ン
ズ
オ
ン
ツ
ア
ー
以
外
の

時
に
も
、
視
覚
障
が
い
者
の
方
々
が
で
き

る
だ
け
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
展
示

の
内
容
や
館
蔵
品
の
情
報
、
施
設
内
の
配

置
な
ど
が
把
握
で
き
る
ツ
ー
ル
を
用
意
す

る
こ
と
で
、
来
館
の
敷
居
を
下
げ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
考
え
、
点
字
・
触
知
図
の

館
内
ガ
イ
ド
制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

東京都豊島区の池袋サンシャインシティ内にある古代オリエント博物館は、
紀元前に中東地域で栄えた古代文明の出土品などを展示する私設博物館で、
欧文印刷が制作した点字・触知図の館内ガイドを導入する博物館の一つです。
同館の教育普及員を務める髙見妙さんに、導入の経緯、利用者からの感想などについて聞きました。
（文／片山健一　写真提供：古代オリエント博物館）

展示品に触れる
ハンズオンツアー参加者

古代オリエント博物館
館内ガイド

博
物
館
の
敷
居
を
下
げ
る
取
り
組
み
の
一
歩
に

点
字
・
触
知
図
の

館
内
ガ
イ
ド
を
導
入
し
た

古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
の
教
育
普
及
員

髙
見 

　
妙
さ
ん
に
聞
く

た
か
み

　

た
え
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固
定
式
の
フ
ロ
ア
マ
ッ
プ
は
、
入
り
口

に
設
置
し
て
点
字
も
打
刻
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
視
覚
障
が
い
者
の
方
か
ら
マ
ッ
プ
を

持
ち
運
べ
る
ほ
う
が
便
利
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
こ
と
も
、
点
字
・
触
知
図
版
の
フ

ロ
ア
マ
ッ
プ
と
展
示
解
説
を
兼
ね
た
館
内

ガ
イ
ド
を
導
入
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。

　

貨
幣
博
物
館
や
東
京
国
立
博
物
館
で

は
、
既
に
点
字
・
触
知
図
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
参

考
に
、
欧
文
印
刷
さ
ん
と
話
し
合
う
中

で
、
館
内
ガ
イ
ド
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ

が
固
ま
り
、
2
0
2
5
年
度
に
点
字
・
触

知
図
版
の
館
内
ガ
イ
ド
を
10
冊
作
成
し
、

貸
し
出
し
を
始
め
ま
し
た
。

　

当
館
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
狭
い
た
め
、

約
5
0
0
0
点
あ
る
館
蔵
品
の
中
か
ら
約

4
0
0
点
を
選
ん
で
、
年
に
3
回
ほ
ど
展

示
を
入
れ
替
え
て
い
ま
す
。
展
示
品
が
変

わ
る
た
び
に
、
ハ
ン
ズ
オ
ン
ツ
ア
ー
も
実

施
し
て
お
り
、
ハ
ン
ズ
オ
ン
ツ
ア
ー
も
同

じ
内
容
に
な
ら
な
い
点
も
魅
力
の
一
つ

で
、
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
申
し
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

点
字
・
触
知
図
の
館
内
ガ
イ
ド
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
な
展
示
の
情
報
か
ら
優
先

的
に
整
備
し
て
お
り
、
展
示
が
変
わ
る
た

び
に
差
し
替
え
な
が
ら
活
用
し
て
い
く
と

い
う
運
用
を
図
ろ
う
と
、
順
次
制
作
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
以
外
の
時
に
、
視
覚
障
が
い
者

の
方
が
ど
の
く
ら
い
来
館
し
て
い
る
か
は

集
計
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
2
0
2
6
年
8

月
の
あ
る
日
、
1
組
の
視
覚
障
が
い
者
と

介
助
者
の
方
が
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
ツ
ア
ー
に
申
し
込
ん
で
落
選
し
て
し

ま
っ
た
そ
う
で
、
そ
れ
で
も
「
点
字
・
触

知
図
の
ガ
イ
ド
が
あ
る
と
聞
い
て
、
頑

張
っ
て
来
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

視
覚
障
が
い
者
の
方
々
の
中
で
、
当
館

の
取
り
組
み
を
認
知
す
る
方
が
増
え
て
き

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
点
字
・
触
知
図
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
が
完
成
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

向
け
た
取
り
組
み
が
さ
ら
に
一
歩
前
進
で

き
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
来
館
の
き
っ
か
け
に
な
る
」と
の
反
応
。

立
体
物
を
伝
え
る

新
た
な
課
題
と
展
開

　

ハ
ン
ズ
オ
ン
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
30
人

ほ
ど
の
視
覚
障
が
い
者
の
方
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
点
字
が
読
め

る
方
か
ら
は
点
字
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
あ

る
だ
け
で
う
れ
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
中
途
失
明
の
方
は
点
字
を
読
め

な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
音
声
案
内
も

あ
っ
て
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
機
能
が

複
数
あ
る
点
が
良
い
な
ど
と
、
総
じ
て
好

評
で
、「
こ
う
い
う
ツ
ー
ル
が
あ
る
と
博

物
館
に
来
る
き
っ
か
け
に
な
る
」
と
評
価

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
展
示
品
の
多
く
は
立
体
物
で

す
の
で
、
二
次
元
の
も
の
だ
け
で
把
握
す
る

こ
と
に
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
も

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
オ

ブ
ジ
ェ
ク
ト
（
実
体
）
を
伝
え
ら
れ

る
新
し
い
ツ
ー
ル
な
ど
も
検
討
し
な

が
ら
、
よ
り
使
い
勝
手
の
良
い
も
の

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
秋
に
は
、
銀
に
関
す
る
特
別
展

を
開
催
す
る
の
で
、
展
覧
会
の
内
容

を
紹
介
す
る
新
し
い
点
字
・
触
知
図
の
制

作
の
ほ
か
、
ユ
ニ
ボ
イ
ス
コ
ー
ド
に
よ
る

展
示
概
要
の
解
説
を
導
入
準
備
中
で
す
。

触知シール（15 種類）
特徴：カラー印刷したシール面に、透明なUVニスを盛り上げ
て、点字のほか、線や図形を組み合わせて触知図を印刷してい
る。また、カラー印刷があることによって、晴眼者も視覚障がい
者も楽しんでいただけます。
使用目的：当館が所在する豊島区では、複数の文化施設をめぐる
スタンプラリーなどの連携事業が盛んに行われています。「誰もが
楽しめるミュージアム巡り」のあり方を模索する中で、視覚に障
がいのある方々にも「イベントに参加したい」と思っていただけ
るようなツールを開発したいと考え、今回の制作を依頼しました。　
今後は、イベントのノベルティとしての活用はもちろん、ガイド
ブックを使った連携ワークショップの開催など、さらに活用の幅
を広げていきたいと考えています。

フロアマップを触る様子

点字解説ページを触る様子



手
話
解
説
動
画
や

バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、

多
様
な
来
館
者
に
対
応

　

様
々
な
来
館
者
に
対
応
す
る
取
り
組
み

と
し
て
、
聴
覚
障
が
い
者
向
け
に
は
、
手

話
に
よ
る
展
示
解
説
の
動
画
を
作
成
し
、

展
示
室
内
の
二
次
元
コ
ー
ド
で
読
み
込
む

ツ
ー
ル
を
作
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
に

障
が
い
者
団
体
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
て

い
ま
す
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
聞
こ
え
な
い

人
は
第
一
言
語
が
手
話
な
の
で
、
日
本
語

の
文
字
で
展
示
品
の
紹
介
文
を
読
ん
だ

り
、
映
像
の
字
幕
を
追
っ
た
り
す
る
の
は

大
変
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
で
手

話
に
よ
る
解
説
ツ
ー
ル
を
2
年
前
か
ら
導

入
し
て
い
ま
す
。
助
成
金
を
い
た
だ
き
な

が
ら
少
し
ず
つ
解
説
映
像
を
増
や
し
て
い

る
段
階
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
関
す
る
情
報
を
ま
と
め
た
ペ
ー
ジ

を
作
成
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を

提
供
し
て
い
る
か
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
移
動
が
困
難
な
方
や
遠
隔
地
の
方
に

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
「
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

社
会
包
摂
を
役
割
と
し
、

誰
も
が
自
分
に
合
っ
た
方
法
で

楽
し
め
る
博
物
館
へ

　

視
覚
障
が
い
者
の
方
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し

た
際
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
、「
あ
ま

り
外
に
出
な
い
」
と
い
う
方
々
が
多
か
っ

た
こ
と
で
す
。
そ
の
時
、
当
館
が
安
心
し

て
楽
し
め
る
場
所
に
な
れ
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
、
と
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

現
代
で
は
、
社
会
包
摂
（
年
齢
、
障

害
、
国
籍
、
境
遇
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
全

て
の
人
を
孤
立
や
排
除
か
ら
守
り
、
社
会

の
構
成
員
と
し
て
迎
え
入
れ
て
共
に
生
き

る
場
を
提
供
す
る
こ
と
）
が
、
博
物
館
の

役
割
の
一
つ
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
見
え
る
人
、
聞
こ
え
る
人
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
方

法
で
博
物
館
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、
見
る

だ
け
で
な
く
、
触
れ
た
り
、
聞
い
た
り
で

き
る
多
様
な
ツ
ー
ル
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、

こ
れ
か
ら
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

4
、
5
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期

間
中
は
、
特
別
展
が
な
い
限
り
は
、
イ
ス

ラ
ー
ム
文
明
の
陶
器
な
ど
に
触
れ
た
り
、

古
代
コ
イ
ン
の
打
刻
方
法
を
体
験
で
き
た

り
す
る
小
企
画
を
毎
年
行
っ
て
い
て
、
ス

タ
ッ
フ
も
通
常
よ
り
多
め
に
配
置
し
て
い

ま
す
の
で
、
障
が
い
の
あ
る
方
に
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

製作：
塩崎デザイン株式会社

古代オリエント博物館のコレクション展を
webで体験できる。メイン画面をクリッ
クすると展示室へ入ることができます。

シリアやイラン、イラクにエジ
プトまでを含む、文明発祥の
地オリエント。古代ローマの
人々が畏敬と憧れを込めて
「太陽の昇る地」と呼んだその
地域には現代の私たちへとつ
ながるルーツが隠されていま
す。そう、これは始まりの物語。

BGM監修 :
作曲家 上畑正和

オリ博・バーチャルミュージアム

音声ガイド・古代オリエント博物館

古代オリエント博物館が実施している
多様な取り組み
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社会福祉法人桜雲会（東京都新宿区）は、1892（明治25）年、東京盲唖
学校（現在の筑波大学附属視覚特別支援学校）の同窓会として発足し、
1902（明治35）年に点字の医学書を出版して以来、点字出版事業を行
うとともに、自治体の点字・音声広報の製作や駅の点字サインの監
修等を受託しており、欧文印刷の点字・触知図もその一つです。触
読校正のエキスパートである同会の甲

こう
賀
が
佳
けい
子
こ
さん、佐

さ
藤
とう
義
よし
裕
ひろ
さんに、

触読校正にあたっての留意点のほか、点字・触知図の必要性などに
ついて話を聞きました。� （文／片山健一）

エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
語
る
、
触
読
校
正
の

歩
み
と
強
固
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

甲
賀
さ
ん　
前
職
で
は
、
日
本
点
字
図
書

館
に
30
年
近
く
職
員
と
し
て
勤
務
し
、
点

字
や
触
図
の
校
正
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

退
職
後
、
2
0
1
8
年
に
桜
雲
会
で
ア
ル

バ
イ
ト
と
し
て
勤
務
し
始
め
て
か
ら
、
欧

文
印
刷
さ
ん
と
の
付
き
合
い
が
本
格
的
に

始
ま
り
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん　
2
0
1
8
年
か
ら
桜
雲
会
の

職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
全
盲

で
、
い
く
つ
か
の
職
場
で
触
読
校
正
な
ど

の
経
験
を
20
年
ほ
ど
積
ん
で
き
ま
し
た
。

点
字
の
専
門
資
格
で
あ
る
、
点
字
技
能
師

と
点
字
指
導
員
と
い
う
2
つ
の
資
格
を

持
っ
て
い
ま
す
。
点
字
校
正
の
ほ
か
、
駅

の
構
内
案
内
図
の
よ
う
な
点
字
サ
イ
ン
な

ど
の
校
正
も
行
っ
て
い
ま
す
。

甲
賀
さ
ん　
二
人
と
も
欧
文
印
刷
さ
ん
と

は
8
年
ほ
ど
の
付
き
合
い
で
す
が
、
非
常

に
内
容
の
濃
い
仕
事
を
手
掛
け
て
お
り
、

私
ど
も
触
読
者
の
意
見
に
も
真
摯
に
対
応

し
て
い
た
だ
き
、
良
い
仕
事
が
で
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
な
い
点
は

「
経
験
」で
補
う
。
自
由
度
が
高
い

か
ら
こ
そ
奥
深
い
点
字
・
触
知
図
の
校
正

甲
賀
さ
ん　
点
字
や
触
図
は
、
目
が
見
え

な
い
人
な
ら
誰
で
も
読
め
る
も
の
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
見
え
な
い
人
の
監
修
を

受
け
、
制
作
段
階
か
ら
一
緒
に
作
り
上
げ

た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
分
か
り
や
す
い
も

の
は
な
か
な
か
作
れ
ま
せ
ん
。

　

テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
新
し
い
施
設
が
、
点

字
・
触
知
図
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
作

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
点
字
に
関

す
る
有
資
格
者
は
何
人
も
い
ま
す
が
、
ど

う
し
た
ら
読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く

な
る
か
を
提
案
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
重
ね
る
必
要

が
あ
り
、
そ
う
し
た
も
の
を
校
正
で
き
る

触
読
者
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

佐
藤
さ
ん　
触
図
の
触
読
に
関
し
て
は
特

別
な
教
科
書
や
訓
練
が
あ
り
ま
せ
ん
。
小

さ
い
時
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
触
る
こ
と

に
関
す
る
経
験
と
、
約
20
年
の
点
字
関
連

の
キ
ャ
リ
ア
で
手
掛
け
て
き
た
触
図
の
経

験
値
か
ら
、
次
第
に
勘
所
が
つ
か
め
て
き

ま
し
た
。
以
前
手
掛
け
た
仕
事
の
反
省
点

な
ど
を
踏
ま
え
、
少
し
ず
つ
進
歩
し
て
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
点
字
・

触
知
図
は
、
一
朝
一
夕
に
作
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
点
字
表
記
に
は
『
日
本
点

字
表
記
法　

2
0
1
8
年
版
』
と
い
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
、
一
定
の
決
ま
り
ご
と
が

あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
ど
ち
ら
と
も
言

え
な
い
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
触
図
に
は
J
I
S
規

格
が
あ
り
ま
す
が
、
規
則
と
し
て
決
ま
っ
て

い
る
範
囲
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
ど
ち

ら
と
も
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
経

験
豊
富
な
触
読
者
の
意
見
に
頼
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
す
。
自
由
度
が
多
い
中
で
、

今
ま
で
の
経
験
を
頼
り
に
、
こ
ん
な
線
を

引
い
た
方
が
分
か
り
や
す
い
と
か
、
以
前
こ

の
表
現
は
分
か
り
に
く
か
っ
た
か
ら
変
え
た

方
が
安
全
か
も
し
れ
な
い
と
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
校
正
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
全
盲
な
の
で
、
校
正
に
は
立
体
コ

ピ
ー
と
い
う
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。
点

字
と
図
の
白
黒
デ
ー
タ
を
特
殊
な
紙
に

レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
し
て
、
専

用
の
現
像
機
に
通
す
と
、
黒
い
部
分
に
高

熱
が
加
わ
っ
て
数
ミ
リ
盛
り
上
が
り
、

触
っ
て
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の

立
体
コ
ピ
ー
を
手
に
し
て
、
原
稿
を
持
っ

た
晴
眼
者
と
向
か
い
合
っ
て
、
校
正
し
た

り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

点
字
と
図
の
距
離
感
に
悩
む
日
々
。

利
用
者
目
線
を
極
め
る
妥
協
な
き
仕
事

佐
藤
さ
ん　
最
近
手
掛
け
た
の
が
、
江
戸

東
京
博
物
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
が
、

A
4
判
4
枚
分
が
ジ
ャ
バ
ラ
折
り
で
つ
な

が
っ
た
仕
上
が
り
の
も
の
で
し
た
。
机
の

上
に
立
体
コ
ピ
ー
を
全
ペ
ー
ジ
分
広
げ

て
、
触
読
し
て
い
き
ま
す
。
晴
眼
者
に

は
、
私
が
読
み
上
げ
て
い
く
内
容
が
合
っ

桜雲会のエキスパートが描く情報保障

社会福祉法人桜雲会
─�甲賀佳子さん、 

佐藤義裕さん に聞く

見 え な い 人 に も「 伝 わ る 」を 届 け る「 点 字・触 知 図 」の 疑 似 体 験

13 桜雲会のエキスパートが描く情報保障



て
い
る
か
確
認
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
点
字
の
部
分
は
「
東
京

都
江
戸
東
京
博
物
館
フ
ロ
ア
ガ
イ
ド
」

「
6
階
案
内
図
」
な
ど
と
読
み
上
げ
て
い

き
、
晴
眼
者
と
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し

て
い
き
ま
す
。
触
知
図
を
読
み
上
げ
る
の

に
は
結
構
技
術
が
必
要
で
、
例
え
ば
「
6

階
の
図
と
5
階
の
図
に
分
か
れ
て
い
ま
す

ね
」
と
い
う
全
体
的
な
話
か
ら
始
め
て
、

「
6
階
の
入
り
口
か
ら
歩
く
つ
も
り
で
や

り
ま
し
ょ
う
」
と
方
針
を
決
め
、「
入
り

口
に
ゲ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す

ね
」「
あ
り
ま
す
」、「
入
り
口
を
通
っ
た

ら
、
右
の
方
に
案
内
所
が
あ
り
ま
す
」

「
は
い
」
な
ど
と
対
話
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
間
違
い
な
ど
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

点
字
は
文
字
の
大
き
さ
が
常
に
一
定
な

の
で
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
情
報
を
納

め
る
た
め
に
、
触
図
に
は
必
ず
略
記
の
凡

例
を
入
れ
ま
す
。「
エ
」
と
書
い
た
ら
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、「
ア
ン
」
と
書
い
て
あ
っ

た
ら
案
内
所
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
触
図

で
は
、
ま
ず
凡
例
を
読
み
、
そ
の
図
で
使

わ
れ
て
い
る
略
記
を
頭
に
入
れ
て
か
ら
図

を
読
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
校
正
の
時

も
、
ユ
ー
ザ
ー
が
読
む
時
で
も
同
じ
で
す
。

　

間
違
い
を
見
つ
け
る
の
は
比
較
的
簡
単

で
す
が
、
難
し
い
の
は
、
点
字
と
図
と
の

距
離
感
で
す
。
書
い
て
あ
る
内
容
に
間
違

い
は
な
い
け
れ
ど
、
ど
こ
に
書
く
こ
と
が

よ
り
適
切
か
を
考
え
る
こ
と
で
す
。
入
り

口
の
「
イ
リ
」
と
い
う
点
字
は
、
点
字
を

読
ん
で
か
ら
入
り
口
の
位
置
を
確
認
で
き

る
ほ
う
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
ス
ペ
ー

ス
の
都
合
で
入
り
口
の
印
よ
り
内
側
に
し

か
書
け
な
い
場
合
な
ど
は
、
ど
う
工
夫
し

た
ら
分
か
り
や
す
く
な
る
か
と
い
っ
た
こ

と
で
悩
み
ま
す
。

頭
の
中
に
会
場
の
地
図
を
描
く 

─ 

点
字
・
触
知
図
が
も
た
ら
す
醍
醐
味
と
は

甲
賀
さ
ん　
以
前
校
正
し
た
世
界
的
な
大

規
模
イ
ベ
ン
ト
の
点
字
・
触
知
図
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
、
1
冊
で
50
～
60
ペ
ー
ジ
も
あ

る
厚
い
冊
子
で
し
た
。
図
10
枚
を
1
週
間

の
ペ
ー
ス
で
校
正
す
る
非
常
に
タ
イ
ト
な

仕
事
で
し
た
が
、
な
ん
と
か
間
に
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
そ
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
行
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
点
字
・
触
知
図
を
作
っ
た
こ

と
で
、
ま
る
で
会
場
に
行
っ
た
か
の
よ
う

に
、
施
設
の
形
状
や
配
置
な
ど
の
情
報
が

頭
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
出
か
け
れ

ば
、
そ
の
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
な
ど
は
体

感
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
触
図
で
あ
ら
か
じ
め
頭

に
入
れ
て
お
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
、
現
地
に

行
っ
て
体
感
し
、
ま
た
改
め
て
触
図
を

触
っ
て
確
認
す
る
と
い
う
双
方
向
的
な
営

み
こ
そ
が
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
私
た

ち
の
大
切
な
概
念
形
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

点
字
の
解
説
文
章
だ
け
を
読
ん
で
も
分

か
ら
な
く
は
な
い
の
で
す
が
、
図
で
確
か

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
大
な
会
場
や
施

設
の
全
体
像
を
よ
り
具
体
的
に
理
解
で

き
、
想
像
を
巡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
う
し
た
疑
似
体
験
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
非
常
に
楽
し
く
、
点
字
・
触
知
図

の
醍
醐
味
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

名
画
を
指
で
知
る

─
「
触
覚
記
憶
」が

広
げ
る
美
術
鑑
賞
の
可
能
性

佐
藤
さ
ん　

絵
画
の
触
図
は
、
情
報
と
し

て
知
ら
せ
る
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
見
え
る

人
の
描
き
方
は
こ
う
な
の
か
と
か
、
知
的

好
奇
心
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

　

絵
画
は
案
内
図
な
ど
と
違
っ
て
作
者
が

決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
例
え
ば
遠
近
法
や

影
、
色
遣
い
な
ど
の
視
覚
的
な
表
現
を
、

分
か
り
や
す
さ
の
た
め
だ
け
に
整
理
す
る

こ
と
が
し
に
く
い
面
が
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
、
触
図
に
触
れ
る
こ
と
で
、
見
え
る
人

と
同
じ
よ
う
に
絵
を
鑑
賞
で
き
る
か
と
言

わ
れ
る
と
違
う
と
は
思
い
ま
す
が
、
見
え

る
人
が
一
緒
に
い
て
「
今
触
っ
て
い
る
所

が
顔
だ
よ
」「
こ
う
い
う
景
色
が
あ
る
よ
」

と
い
う
説
明
を
聞
き
つ
つ
触
れ
ば
構
図
も

同
時
に
理
解
で
き
る
の
で
、
目
が
見
え
な

い
人
の
体
験
を
よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
に

と
て
も
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

甲
賀
さ
ん　
小
学
生
で
も
知
っ
て
い
る
ミ

レ
ー
の
「
落
ち
穂
拾
い
」
と
い
う
絵
を
、

全
盲
の
私
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
そ
の
絵
が
、
3
人
の
農
婦
が
下

を
向
い
て
、
完
全
に
腰
を
曲
げ
た
人
も
い

れ
ば
、
立
ち
気
味
の
人
も
い
る
風
景
で
あ

る
と
い
う
構
図
は
、
私
の
頭
の
中
に
浮
か

ん
で
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
こ
れ
が
分
か
る
か
と
い
う
と
、

山
梨
県
立
美
術
館
で
「
落
ち
穂
拾
い
」
を

立
体
化
し
た
絵
が
あ
り
、
そ
れ
を
2
回
ほ

ど
触
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
こ

で
覚
え
た
「
手
の
記
憶
」
で
す
。
見
覚

え
、
聞
き
覚
え
と
同
様
に
、「
触
覚
記
憶
」

と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
、
小
さ
い
時
か
ら
い

ろ
ん
な
も
の
に
触
れ
る
こ
と
は
、
す
ご
く

大
事
な
こ
と
で
す
。
多
少
熱
い
も
の
や
冷

た
い
も
の
に
も
積
極
的
に
触
れ
る
と
い
う

点
字
・
触
知
図
の
触
読
校
正
の
様
子
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能
動
的
な
経
験
を
重
ね
、
触
れ
ば
分
か
る

と
い
う
実
体
験
が
大
事
で
す
。

社
会
環
境
の
整
備
推
進
を
実
感
。

求
め
ら
れ
る
ソ
フ
ト
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

佐
藤
さ
ん　
イ
ン
フ
ラ
の
面
で
は
点
字
の

案
内
図
を
作
る
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷

く
、
駅
に
ホ
ー
ム
ド
ア
を
付
け
る
な
ど
、

町
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
設
備
が
増
え
て
い

る
実
感
が
あ
り
ま
す
。
特
に
こ
の
仕
事
を

し
て
い
る
と
よ
く
分
か
り
ま
す
。
小
さ
な

無
人
駅
や
商
業
施
設
な
ど
の
触
知
案
内
図

の
仕
事
が
増
え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

神
奈
川
県
で
は
数
年
前
、
全
て
の
県
立
公

園
で
点
字
・
触
知
図
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を

作
り
ま
し
た
。
法
律
が
で
き
た
こ
と
で
、

作
り
手
の
意
識
が
高
ま
り
、
そ
の
た
め
の

予
算
が
確
保
さ
れ
、
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
生
活
の
実
感
で
言
う
と
、
人
の

対
応
に
は
格
差
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

お
店
に
入
っ
た
時
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
や

す
く
な
っ
た
と
か
、
外
食
に
行
き
や
す
く

な
っ
た
か
と
い
う
と
、
10
年
前
と
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
と
思
う
時
も
あ
り
ま
す
。
障

が
い
や
法
律
に
関
す
る
情
報
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
調
べ
ら
れ
る
状
況
に
は
な
っ

て
い
ま
す
が
、
関
心
が
薄
い
人
は
調
べ
な

い
の
で
あ
ま
り
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

甲
賀
さ
ん　

同
行
援
護
制
度
も
確
立
さ

れ
、
以
前
よ
り
は
外
出
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
私
の
学
生
時
代
は
、
買
い
物
に
行

こ
う
と
し
た
ら
、
友
達
、
あ
る
い
は
親
兄

弟
と
一
緒
に
行
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
保

証
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
仲
が
悪
く

な
っ
て
し
ま
え
ば
、
行
け
な
く
な
り
ま
す
。

　

行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
で
、
一
人
で
出
掛

け
て
危
な
い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
駅
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
も
、
ホ
ー
ム
ド
ア

も
な
い
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
時
代
に
、

私
は
2
回
ホ
ー
ム
か
ら
転
落
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
今
は
小
さ
な
駅
に
も
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
が
敷
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ド
ア
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
転
落
の
危
険
性
が
ま
っ
た
く
な

く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
が
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

施
設
の
案
内
図
で
予
習
し
、
頭
の
中
に
地

図
を
描
い
て
お
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
か
ら
外
へ
。

外
出
を
後
押
し
す
る
事
前
情
報
と

「
本
物
」に
触
れ
ら
れ
る
工
夫

佐
藤
さ
ん　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
が
点

字
・
触
知
図
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ

の
施
設
を
訪
ね
る
動
機
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
そ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
存
在

を
事
前
に
知
ら
な
い
と
、
た
ま
た
ま
借
り

ら
れ
た
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
行
く
前
に
音
声
解
説
の
機
械
が
借
り

ら
れ
る
と
か
、
お
願
い
す
れ
ば
事
前
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
っ
て
も
ら
え
る
と
い
っ

た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

　

博
物
館
、
美
術
館
の
場
合
、
触
知
図
は

理
解
の
助
け
に
は
な
り
ま
す
が
、
本
物
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
の
中
か
ら
外
に
出
し
た
、
触
れ
る

展
示
品
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。
壊
れ

や
す
い
も
の
、
歴
史
的
な
も
の
な
ど
は
レ

プ
リ
カ
を
用
意
し
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し

い
で
す
し
、
予
約
す
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
が
付
き
添
っ
て
展
示
品
の
こ
と
を
説

明
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
、
よ

り
一
層
楽
し
め
ま
す
。

「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
を
形
に
。

桜
雲
会
が
手
掛
け
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
図
書
の
発
行

甲
賀
さ
ん　
1
3
0
年
を
超
え
る
歴
史
の

中
で
、
鍼
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
た
く
さ
ん
の

患
者
さ
ん
を
施
術
し
た
時
代
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
は
点
字
出
版
を
主
な
事
業
と
し

て
い
ま
す
。

　

普
段
は
、
官
公
庁
な
ど
外
部
か
ら
の
依

頼
を
受
け
て
点
字
資
料
の
制
作
を
多
く
手

掛
け
て
い
ま
す
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
図
書
の
点

字
出
版
も
行
っ
て
い
て
、
桜
雲
会
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
本
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

見
え
な
い
人
が
、
こ
う
い
う
本
が
あ
っ

た
ら
い
い
な
と
い
う
も
の
を
考
え
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
本
を
作
り
、
一
般
家
庭
で
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
読
む
こ
と
も
想
定
し
て
、
点
字
と

墨す
み

字じ

の
両
方
の
記
述
で
出
版
し
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
も
の
で
は
、『
触
っ
て
楽
し
む
模

様
』
と
い
う
本
を
出
し
ま
し
た
。
例
え

ば
、
市
松
模
様
、
タ
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク
、

ペ
イ
ズ
リ
ー
柄
、
ボ
タ
ニ
カ
ル
柄
と
か
言

わ
れ
て
も
、
そ
の
模
様
を
一
度
も
見
た
こ

と
が
な
い
人
に
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

模
様
を
触
れ
る
形
に
し
よ
う
と
、
亜
鉛
板

印
刷
・
エ
ー
デ
ル
・
Bp
lo
t
・
立
体
コ

ピ
ー
・
サ
ー
モ
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
5
つ
の

触
図
手
法
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
適
し
た

手
法
で
模
様
を
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
本
は
、
年
1
冊
も
作
れ

ず
、
2
～
3
年
に
1
冊
と
い
っ
た
ペ
ー
ス

で
す
。
以
前
作
っ
た
『
お
り
が
み
絵
本
』

も
大
変
好
評
で
す
。
折
り
図
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
折
り
方
の
手
順
に

沿
っ
て
折
り
紙
の
実
物
を
本
に
貼
り
付
け

て
お
り
、
鶴
の
折
り
方
は
12
段
階
に
分
解

し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

【
取
材
を
終
え
て
】

　

点
字
や
触
知
図
が
単
な
る
情
報
伝
達
に

と
ど
ま
ら
ず
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方

の
豊
か
な
体
験
や
知
的
好
奇
心
を
育
む
重

要
な
役
割
を
担
う
と
実
感
し
ま
し
た
。
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
加
え
、
私
た
ち
の
意
識
や

ソ
フ
ト
面
の
サ
ポ
ー
ト
が
不
可
欠
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
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